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	研究活動の不正行為に関する規則
	第１条　この規程は、愛知産業大学短期大学（以下「本学」という。）における「公的研究費の運営・管理等に関する取組指針」第２項第５号に規定する研究上の不正行為に対する調査の手続き等を明確にし、必要な事項を定め、研究活動の公正性を厳正に確保することを目的とする。
	第３条　研究活動における不正行為に関する通報及び告発、調査（以下「告発等」という。
	並びに告発等までに至らない段階の相談（以下「告発相談」という。）を受け付ける担当者は、所属長とし、学長が総括する。
	第５条　本学に、次の各号に掲げる事項を審議するため、研究活動不正行為対策委員会（以下「対策委員会」という。）を置く。
	（１）告発等をなされた者（以下「被告発者」という。）に係る研究活動における不正行為についての本格的な調査（以下「本調査」という。）に関する事項
	（２）研究活動における不正行為対策に関する事項
	第６条　対策委員会に、被告発者に係る研究活動における不正行為について、予備的な調査（以下「予備調査」という。）を行うため、予備調査委員会を置く。
	第７条　予備調査委員会主査は、速やかに予備調査を開始し、告発等の受け付け後、原則として３０日以内に予備調査の概要、対策委員会による本調査の実施の有無について、対策委員会に報告しなければならない。
	第８条　対策委員会委員長は、前条の規定による報告を受けた場合、速やかに本調査実施の有無を決定しなければならない。
	第９条　対策委員会は、本調査において必要と判断したときは、当該事案に関連した被告発者の他の研究を調査の対象に含めることができる。調査に支障がある等、正当な事由がある場合を除く当該事案に係る資料の提出又は閲覧、現地調査に応じることとする。
	第１０条　対策委員会は本調査の開始後、１５０日以内に次の各号に掲げる事案の調査結果をまとめ、学長に報告するものとする。なお、調査の過程であっても、不正の事実が一部でも確認された場合には、速やかに認定し、学長に報告することとする。また、学長の求めに応じ、調査の終了前であっても、調査の進捗状況報告及び調査の中間報告を学長に提出することが出来る。
	（１）不正行為が行われたと認定した場合は、その内容、不正行為に関与した者（以下「被認定者」という。）とその関与の度合、不正行為と認定した研究に係る論文等の各著者の当該論文等及び当該研究における役割。
	第１１条　前条の規定により報告を受けた学長は、当該調査結果を速やかに告発者、被告発者及び被認定者に文書で通知するものとする。
	第１２条　被認定者は、前条に規定する通知があった日の翌日から起算して３０日以内に、学長に対し、受付窓口を通じて書面による不服申立てをすることができる。但し、その期間内であっても、同一理由による不服申立てを繰り返すことはできない。
	第１３条　前条の不服申立ての審査は対策委員会が行う。ただし、不服申立ての趣旨が、対策委員会の構成等、その公正性に関わるものである場合には、学長の判断により、対策委員会に代えて、他の者に審査させることができる。
	（裁定）
	第１４条　対策委員会は、第１５条第２項（異議申し立てが行われた場合において、再審理を行ったときは、前条第２項）の判定が行われた場合に、不正行為の有無及び不正の内容、関与した者及びその関与の程度等について裁定を行う。
	２　対策委員会は、前項の裁定の結果、不正行為の存在が確認された場合は、対策委員会の議を経て、次の各号に掲げる措置をとることができる。
	―　調査対象者の教育研究活動の停止措置等に関する学長及び調査対象者の所属する部局等の長への勧告
	二　研究資金提供機関、関連教育研究機関等への通知
	三　関連学会、学術誌編集委員会等への通知
	四　その他不正行為の排除のために必要な措置
	３　対策委員会委員長は、第１項の裁定の結果、不正行為の存在が確認された場合は、個人情報又は知的財産の保護等不開示に合理的な理由がある場合を除き、当該裁定について第１０条第１項第１号及び第２号に規定された報告内容について公表するものとする。
	第１５条　学長は、不正行為が行われたと認定した場合は、被認定者に対し、ただちに当該不正行為に係る研究に対する資金の使用中止を命じ、研究費等の返還を求める。
	第１６条　学長は、第８条の規定により、本調査を行うことが決まった後、対策委員会の調査結果の報告を受けるまでの間、当該事案に係る研究に対する資金の支出を停止することができる。
	（告発者及び被告発者の保護）
	第１７条　学長は、告発者及び被告発者の氏名等並びに告発等の内容について、当該事案の調査結果を公表するまで、告発者及び被告発者の意に反して調査関係者以外に漏洩しないよう、秘密保持を徹底しなければならない。
	第１８条　この規程に関する事務は、総務・広報部総務課で行う。
	第１９条　この規則に定めるもののほか、研究活動における不正行為に関する取扱に必要な事項は、学長が別に定める。
	附　則
	この規則は、平成２６年１０月１日から施行する。
	附　則
	この規則は、平成２７年４月１日から施行する。
	附　則
	この規則は、平成２８年１月１日から施行する。
	附　則
	この規則は、平成３０年９月１日から施行する。


